
技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

受験番号 

問題番号 

技術部門 

枚 数   枚中   枚 

１ － ２ － １  林 業 技 術 者 と し て 次 の 世 代 に 果 た す べ き

責 務 は 、 森 林 の 生 態 的 健 全 性 を 確 保 す る こ と で あ る 。

生 態 的 に 健 全 な 森 林 の 要 件 に つ い て 記 述 す る と と も に

日 本 の 森 林 の 健 全 性 を 高 め る 技 術 的 方 法 に つ い て 論 述

せ よ  

１ ．  は じ め に  

 林 業 生 産 は 、 森 林 生 態 系 か ら 林 木 へ の 養 分 供 給 と 、

生 態 系 内 の 競 争 を 調 節 す る 、 間 伐 、 枝 打 ち な ど の 施 業

技 術 か ら 成 り 立 っ て お り 、 人 工 林 と い え ど も 植 栽 は 人

工 で 行 う が 、 以 後 の 成 長 は 、 自 然 力 に ゆ だ ね ら れ て い

る の が 通 例 で あ る 。  

林 業 は 森 林 生 態 系 と い う 基 盤 の 上 に 成 立 し て い る 。  

２ ． 森 林 の 生 態 的 健 全 性  

 森 林 生 態 系 は 、 基 本 的 に 閉 鎖 し た 自 己 完 結 型 の 生 態

系 で あ る 。  

 森 林 生 態 系 は 、  

① 太 陽 光 線 と 水 か ら 、 光 合 成 に よ り 有 機 物 を 生 産 し 、

系 に 供 給 す る 、 樹 木 を 中 心 と し た 緑 色 植 物 で 構 成 さ

れ る 生 産 者 、  

② 植 物 が 生 産 し た 有 機 物 も し く は 。 そ の 有 機 物 を 食 べ

て 生 活 し て い る 動 物 を 食 べ て 排 泄 物 と し て 、 分 解 し

て い く 鳥 類 、 獣 類 、 昆 虫 、 土 壌 動 物 等 の 消 費 者 、  

③ 消 費 者 が 残 し た 排 泄 物 及 び 、 消 費 者 の 死 骸 、 生 産 者

の 落 葉 落 枝 等 森 林 内 の 有 機 物 を 無 機 物 に 分 解 し 植 物

が 吸 収 で き る 形 態 に 変 換 す る 細 菌 、 バ ク テ リ ア 等 の
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分 解 者  

に よ り 、 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 系 が 存 在 す る い れ も

の と し て の 水 、 土 壌 、 気 候 、 水 分 条 件 な ど の 環 境 の

存 在 も き わ め て 重 要 で あ る 。  

 健 全 な 生 態 系 と は 、こ れ ら の 要 素 が う ま く 配 置 さ れ 、

物 質 が う ま く 循 環 し 、 再 生 産 を 継 続 し て い る シ ス テ ム

で あ る 。  

 そ の 条 件 と し て は 、 種 の 多 様 性 、 生 産 力 、 系 の 一 部

が 破 壊 し た 場 合 の 復 元 力 な ど が あ げ ら れ る 。  

３ ．  日 本 の 森 林  

 日 本 の 気 候 条 件 は 、 地 球 温 暖 化 の 影 響 が 懸 念 さ れ る

が 、 現 在 の と こ ろ 森 林 の 生 育 に 適 し て お り 、 亜 熱 帯 林

か ら 、 寒 帯 林 ま で が 、 そ れ ぞ れ の 気 候 に 応 じ て 成 立 し

て い る 。  

し か し 、 日 本 国 内 で 、 真 の 原 生 状 態 を 保 っ て い る 森

林 は 、 わ ず か ５ ％ に す ぎ な い と も 言 わ れ 、 ４ ０ ％ を 占

め る 人 工 林 の 一 部 に も 、 生 育 が 遅 れ 、 生 態 系 の 健 全 性

が 損 な わ れ て い る と 思 わ れ る 森 林 も 存 在 す る 。  

４ ．  生 態 系 の 健 全 性 を 高 め る 技 術  

 主 と し て 木 材 生 産 を 目 的 と し て 管 理 さ れ て い る 日 本

の 人 工 林 の 多 く は 、 ス ギ ・ ヒ ノ キ ・ カ ラ マ ツ の 単 層 林

と な っ て お り 、 特 に 間 伐 が 遅 れ た 一 部 の 林 分 に あ っ て

は 、 下 層 植 生 を 欠 き 、 森 林 土 壌 の 流 亡 が 発 生 す る な ど  

危 機 的 な 状 況 に あ る も の が あ る 。  

 さ ら に 、 一 定 の 管 理 レ ベ ル に あ る 人 工 林 に つ い て も
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生 物 多 様 性 の 面 か ら 見 る と 、 ほ と ん ど そ の 機 能 が 果 た

さ れ て い な い 恐 れ が あ る 。  

 ま た 、 天 然 林 に つ い て も 、 西 日 本 の 森 林 は 、 薪 炭 林

や 、 ア カ マ ツ 林 か ら 転 換 し た 二 次 林 が ほ と ん ど で あ り  

林 齢 の 若 い 林 が 多 く 、 生 態 系 の 健 全 性 は そ れ ほ ど 高 く

な い と 思 わ れ る 。  

 今 後 、 日 本 の 森 林 の 生 態 系 の 健 全 性 を 高 め て い く た

め に は 、 天 然 二 次 林 、 人 工 林 を 問 わ ず 、 適 切 な 除 間 伐

に よ り 、 林 内 の 光 環 境 を 改 善 し 、 多 様 な 植 生 を 誘 導 し

て い く 事 が 重 要 で あ る 。  

 こ れ に よ り 、 生 態 系 と し て の 生 産 力 は 確 実 に 高 ま る

と 思 わ れ 、 環 境 の 多 様 化 に よ り 、 生 物 多 様 性 の 推 進 が

図 ら れ 、 病 害 虫 、 気 象 災 等 に よ る 攪 乱 に 対 す る 復 元 力

も 高 ま っ て く る と 考 え ら れ る 。  

５ ．  林 業 と し て の 位 置 づ け  

 林 業 は 、 目 的 樹 種 を 効 率 的 に 生 産 す る こ と を 目 的 と

す る 産 業 で あ る 。 幸 い な こ と に 、 ス ギ ・ ヒ ノ キ 等 の 目

的 樹 種 は 、 森 林 の 高 木 層 を 形 成 し 、 生 態 系 の 中 で も 中

心 的 位 置 を 占 め る 樹 種 で あ る 。 こ れ ら の 樹 種 を 成 長 促

進 は 、 生 態 系 全 体 の 健 全 化 に も つ な が っ て く る 。  

森 林 の 精 密 な 観 察 に よ り 、 従 来 の 施 業 体 系 に と ら わ

れ な い 、 森 林 生 態 系 の 健 全 性 を 念 頭 に 置 い た 、 新 た な

施 業 体 系 の 構 築 が 必 要 で あ る 。  

以 上  
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１ － ２ － ２  持 続 可 能 な 森 林 経 営 と い う 国 際 的 な 枠 組

み を 支 援 す る 森 林 の 認 証 制 度 が 民 間 で 始 ま っ て い る 。

こ の 認 証 制 度 の 種 類 と そ れ ぞ れ の 概 要 に つ い て 述 べ 、

日 本 で の こ れ ら の 認 証 制 度 導 入 の 問 題 点 と 今 後 の 対 応

に つ い て 論 述 せ よ  

１ ． は じ め に  

 持 続 可 能 な 林 業 経 営 と い う 国 際 的 枠 組 み を 支 援 す る

森 林 の 認 証 制 度 の 運 用 が 始 ま っ て い る 。  

 森 林 認 証 制 度 が 登 場 し た 背 景 に は 、 急 激 に 進 む 熱 帯

林 の 破 壊 が あ っ た 。  

 １ ９ ９ ２ 年 に 開 催 さ れ た 国 連 環 境 開 発 会 議 （ 地 球 サ

ミ ッ ト ） で は 、 森 林 原 則 声 明 が 採 択 さ れ 、 全 世 界 が 森

林 問 題 に 注 目 す る よ う に な り 、 大 き な 前 進 を 見 た が 、

実 体 的 に は 、 熱 帯 林 の 破 壊 を 食 い 止 め る だ け の 力 と は

な り 得 な か っ た 。  

 そ こ で 、 よ り 実 効 あ る 対 策 と し て 、 各 国 の 環 境 Ｎ Ｇ

Ｏ が 協 調 し て 設 立 し た の が 、 世 界 最 初 の 森 林 認 証 組 織

で あ る Ｆ Ｓ Ｃ （ 森 林 管 理 協 議 会 ） で あ る 。  

 そ の 後 、 こ の 森 林 認 証 制 度 の 有 効 性 に 着 目 し た 地 域

や 団 体 が 相 次 い で Ｐ Ｅ Ｆ Ｃ 、 Ｓ Ｆ Ｉ な ど 様 々 な 森 林 認

証 組 織 を 設 立 し て い る 。  

２ ． 各 組 織 の 森 林 認 証 制 度 の 概 要  

ａ Ｆ Ｓ Ｃ （ 森 林 管 理 協 議 会 ）  

 世 界 各 地 域 で 、 ２ ０ ０ ３ 年 末 現 在 （ 以 下 の 各 組 織 の

数 値 も 同 じ ） 約 ４ ０ 百 万 ｈ ａ を 認 証 。 １ ９ ９ ３ 年 に 設
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立 さ れ た 。 メ キ シ コ に 本 部 を 置 く 。  

認 証 森 林 は 、  

ｂ Ｐ Ｅ Ｆ Ｃ （ 汎 欧 州 森 林 認 証 シ ス テ ム ）  

 ヨ ー ロ ッ パ を 中 心 に 約 ４ ９ 百 万 ｈ ａ を 認 証 し て い る 。

経 済 林 業 に 技 術 と 基 盤 を 持 つ 北 欧 諸 国 を 中 心 に 、 ほ と

ん ど の ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 が 参 加 し て 、 自 然 保 護 的 色 彩 の

強 い Ｆ Ｓ Ｃ に 対 抗 し て 、 林 業 者 の 視 点 か ら の 森 林 任 所

シ ス テ ム を 目 指 し て い る 。  

ｃ Ｓ Ｆ Ｉ （ 米 国 森 林 製 紙 協 会 ）  

 北 米 を 中 心 に 約 ４ ２ 百 万 ｈ ａ を 認 証 。 大 手 会 社 有 林

を 中 心 と し た 業 界 主 導 の 組 織 で あ る 。  

ｄ Ｃ Ａ Ｓ （ カ ナ ダ 標 準 協 会 ）  

 カ ナ ダ を 中 心 に 約 ２ ８ 百 万 ｈ ａ を 認 証 。  

ｅ Ｓ Ｇ Ｅ Ｃ （『 緑 の 循 環 』 認 証 会 議 ）  

 ２ ０ ０ ３ 年 度 設 立 。 現 在 の と こ ろ 製 紙 会 社 有 林 等 １

５ ０ ０ ｈ ａ を 認 証 。 日 本 独 自 の 森 林 認 証 組 織 。 モ ン ト

リ オ ー ル プ ロ セ ス に 準 じ た 認 証 基 準 を 持 つ 。  

３ ． 日 本 で の 森 林 認 証 制 度 の 問 題 点  

 ２ ０ ０ １ 年 １ 月 に 三 重 県 の 速 水 林 業 が 日 本 で 初 め て

Ｆ Ｓ Ｃ の 森 林 認 証 を 取 得 し 、 以 後 、 先 進 的 な 地 域 や 林

業 経 営 体 が 続 々 と 森 林 認 証 を 取 得 し て い る 。 昨 年 末 現

在 、 我 が 国 の Ｆ Ｓ Ｃ 認 証 は 、   団 体 、     ｈ ａ

に 達 し て い る 。  

 森 林 認 証 の 条 件 と な る 「 持 続 可 能 な 林 業 経 営 」 へ の

シ ス テ ム 作 り は 、 日 本 の 林 業 界 と し て も 当 然 行 う べ き
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責 務 で あ る が 、 認 証 に 要 す る 経 費 が 比 較 的 高 い 割 に 、

認 証 の メ リ ッ ト と な る 消 費 者 の 認 証 製 品 の 選 択 的 購 買

に 不 透 明 な 部 分 が あ り 、 厳 し い 経 営 状 況 の 中 で 、 認 証

経 費 が か な り の 負 担 と な っ て い る 状 況 が 考 え ら れ る 。  

４ ． 森 林 認 証 へ の 期 待   

 し か し 、 森 林 認 証 を 通 じ て 、 良 識 あ る 林 業 経 営 者 が

団 結 し て 、 消 費 者 に 目 を 向 け た 活 動 を 展 開 す る な ら ば

日 本 林 業 の 未 来 が 開 け る 可 能 性 が あ る 。  

 特 に 、 後 発 の Ｓ Ｇ Ｅ Ｃ に は 、 そ の よ う な 意 味 で Ｆ Ｓ

Ｃ 認 証 森 林 も 含 め た 、 良 識 あ る 林 業 経 営 者 を 組 織 化 す

る 役 割 を 期 待 し た い 。  

 持 続 可 能 な 森 林 経 営 か ら は 、 計 画 的 な 木 材 供 給 が 可

能 で あ る 。  

こ れ は 、 良 識 あ る 林 業 経 営 者 の 組 織 化 が あ っ て 初 め

て 可 能 で あ る 。  

モ ン ト リ オ ー ル プ ロ セ ス に 従 っ て 生 産 さ れ る 多 様 な

木 材 を 、 日 本 の 消 費 者 の ニ ー ズ に 応 じ て 供 給 し 、 ニ ー

ズ に 応 じ て 生 産 す る シ ス テ ム を 、 Ｓ Ｇ Ｅ Ｃ に 結 集 し た

良 識 あ る 、 林 業 経 営 者 自 身 の 手 で 構 築 し て い た だ き た

い 。   以 上  
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１ － ２ － ３  里 山 地 帯 等 集 落 の 近 郊 に 多 く み ら れ る 広

葉 樹 二 次 林 の 成 立 し た 背 景 と 今 後 の 取 り 扱 い 技 術 と 利

用 方 法 に つ い て 述 べ よ 。  

 

１ ． は じ め に  

 里 山 地 帯 等 集 落 の 近 郊 に は 、 ク ヌ ギ ・ コ ナ ラ 等 を 主

体 と し た 広 葉 樹 ２ 次 林 が 多 く 見 ら れ 、 農 村 の 景 観 形 成

に 大 き な 役 割 を 果 た し て い る 。  

し か し 、 か つ て は 、 農 村 生 活 を 支 え る 基 盤 と し て 活

用 さ れ て い た こ れ ら の 森 林 の 多 く は 放 置 さ れ 、 そ の 姿

を 変 え よ う と し て い る 。  

 

２ ． 広 葉 樹 二 次 林 の 成 立 と 歴 史  

 農 業 生 産 は 、 土 地 の 養 分 が 作 物 に 吸 収 さ れ る た め 、

継 続 的 な 肥 料 の 投 入 が な け れ ば 成 立 し な い 。  

 現 在 は 、 化 学 肥 料 が そ の 役 割 を 果 た し て い る が 、 か

つ て は 、 二 次 林 が 供 給 す る 下 草 や 落 葉 が 重 要 な 肥 料 源

で あ っ た 。  

 ま た 、 当 時 の 農 村 の エ ネ ル ギ ー の 主 力 は 、 薪 炭 で あ

り 、 ク ヌ ギ ・ コ ナ ラ は 、 こ れ ら に 最 適 の 樹 種 で あ り 、

伐 採 と 萌 芽 更 新 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 継 続 的 な 生 産

が 可 能 で あ っ た 。  

ま た 、 保 育 と し て 必 要 な 下 刈 り も 上 記 の 肥 料 採 取 の

一 環 と し て 、 効 率 的 に 実 施 で き た 。  

こ の よ う に し て 、 循 環 的 な 二 次 林 の 利 用 形 態 が 確 立
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し 、 １ ９ ６ ０ 年 代 半 ば ま で 、 独 特 な 生 態 系 と 景 観 が 維

持 さ れ る こ と に な っ た 。  

３ ． 二 次 林 の 現 状  

 二 次 林 は 、 燃 料 革 命 と 化 学 肥 料 の 普 及 で そ の 存 在 意

義 を 失 う と 急 速 に 変 容 し 、 下 層 に サ サ が 進 入 し 、 常 緑

広 葉 樹 も 交 え て 、 立 木 密 度 も 増 加 し 、 気 候 的 極 相 へ 向

け た 遷 移 が 始 ま っ て い る 。  

 

４ ． 今 後 の 二 次 林 の 取 り 扱 い と 利 用  

 二 次 林 は 、 こ の ま ま 放 置 す る と 数 １ ０ 年 後 に は 気 候

的 極 相 で あ る 常 緑 広 葉 樹 林 に 移 行 す る と 考 え ら れ る 。  

し か し 、 集 落 に 近 く 、 歴 史 や 習 慣 に 根 ざ し 、 環 境 や

景 観 に も 大 き な 影 響 を 与 え る 存 在 で あ る こ と か ら 、 い

く つ か の 利 用 法 が 提 案 で き る 。  

 

ア 文 化 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 森 林 と し て の 利 用  

 二 次 林 は 、 人 為 に よ り 管 理 さ れ て き て お り 、 そ の 管

理 手 法 は 文 化 的 遺 産 で も あ る 。 幸 い 、 こ の よ う な 原 体

験 を 持 つ 人 々 も ま だ 、 多 数 生 存 し て お り 、 二 次 林 は 、

自 然 に ふ れ あ い な が ら 、 農 村 文 化 を 伝 承 す る 場 と し て

位 置 づ け ら れ る 。 ま た 、 収 穫 し た 林 産 物 等 も 、 森 林 を

核 と し た 生 き た 物 質 循 環 の 教 材 と し て 活 用 で き る 。  

 

イ 生 物 多 様 性 確 保 の た め の 利 用  

 二 次 林 は 、 極 相 林 に 比 べ 変 化 が 大 き く 、 特 異 な 生 態
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系 を 持 っ て い る 。 厳 正 自 然 で は な い が 、 数 百 年 に わ た

り 維 持 さ れ て き た 生 態 系 で あ り 、 限 定 的 な 補 正 を 加 え

な が ら そ れ を 維 持 し て い く 意 味 は 大 き い 。  

 

ウ 生 産 林 と し て の 活 用  

 近 年 都 会 で も 、 薪 ス ト ー ブ 、 ペ レ ッ ト ス ト ー ブ 等 が  

自 然 志 向 や 、 化 石 燃 料 代 替 の 見 地 か ら 、 広 ま り つ つ あ

る 。  

こ の よ う な 森 林 バ イ オ マ ス の 活 用 に 当 た っ て ネ ッ ク

と な る の が 、 燃 材 の 供 給 シ ス テ ム で あ る 。 遠 距 離 の 輸

送 は 、 逆 に エ ネ ル ギ ー 消 費 を 拡 大 す る こ と に も な り か

ね ず 、 都 市 近 郊 の 二 次 林 を 活 用 し た 、 供 給 ネ ッ ト ワ ー

ク シ ス テ ム の 構 築 は 、 検 討 に 値 す る 。  

 

エ 極 相 林 へ の 移 行  

気 候 的 極 相 林 へ の 移 行 は 、 合 自 然 的 な ス タ ン ス で あ

り 、 選 択 肢 と し て 必 要 で あ る 。  

し か し 、 移 行 に 当 た っ て は 、 単 に 放 置 し て 自 然 遷 移

に 任 せ る の で は な く 、 密 度 管 理 や 、 非 目 的 樹 種 の 淘 汰

な ど 、 遷 移 の ス ピ ー ド ア ッ プ を 図 る と と も に 、 森 林 の

景 観 、 ア メ ニ テ ィ 性 の 確 保 な ど を 図 る 必 要 が あ る 。  

以 上  

 

 


